
臨床研究に関する情報公開

｢大動脈・動脈疾患に対するステントグラフト内挿術の有用性の検討」

へのご協力のお願い

－（西暦） 1997年5月15日～（西暦）2026年12月31日までに当科においてステントグラフト内挿
術を受けられた方へ－

研究機関名：三重大学医学部附属病院

研究責任者：三重大学医学部地域連携血管内治療学講座加藤憲幸

研究分担者：三重大学大学院医学系研究科胸部心臓血管外科学伊藤久人

三重大学医学部附属病院放射線科加藤弘章

三重大学医学部附属病院放射線部山岡由季

個人情報管理者：三重大学医学部附属病院放射線部市川泰崇

1．研究の概要

1）研究の意義：本邦におけるステントグラフ卜内挿術の有用性を明らかにする。

2）研究の目的：ステントグラフト内挿術と従来の人工血管置換術の治療成績を比較する。

2．研究の方法

1）研究対象者：1997年5月15日から2026年12月31日までに当科においてステントグラフト内挿術
を受けられた患者様。

2）研究期間:2017年2月9日(許可日)より2028年12月31日まで。

3）研究方法：電子カルテ、PACSより患者情報、画像データを抽出、集計する。

4）使用する試料の項目：該当せず。

5）使用する情報の項目：患者背景、画像診断、身体所見、生理検査、検体検査、臨床経過

6）情報の保存：

研究対象者の個人情報は個人情報を特定できないように加工を行い、その個人情報を復元できる情報

（いわゆる対応表）は個人情報管理者が保管します。個人情報を特定できないように加工した情報は電

子情報として保存します。 この研究で得られたデータは適切に保管し、研究終了後5年または研究発表

後5年のいずれか遅い日まで保管した後、個人情報が特定できないまま廃棄します。

また、保管される既存試料・情報を新たな研究に利用する場合は、新たな研究の研究計画書等を倫理審

査委員会に付議し、承認されてから利用します。また、その際は情報公開文書を作成し、当院のホーム

ページ「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する情報公開」

（ https://mie・bvits.com/rinri/publish・aspx) で公開したうえで、研究対象者が研究参加を拒否する機会

情報を提供する場合は、対応表は提供せず、個人の識別がを保障します。他機関の研究者に既存試料・情報を提供する場合は、対応表は提供せず、個人の識別ズ

できないよう措置を行います。提供先が外国の研究機関や外国企業の場合には、 その国でのプライバ






